
2017（平成29年）4月号　発行／久米島町役場　編集／久米島町役場総務課　TEL.098-985-7121　FAX.098-985-7080
久米島町役場ホームページ http://www.town.kumejima.okinawa.jp FMラジオ／ラジオ広報ハイサイくめじま　平日午前10時～11時・午後5時～6時［再放送］

平成 29 年度施政方針
国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
平成２9 年度 小児･身障者割、航空運賃還付申請について

平成 29 年度施政方針
国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
平成２9 年度 小児･身障者割、航空運賃還付申請について

TOPICSTOPICS

平成29年2月末現在平成29年2月末現在

人 口 の 推 移

男 4,278人（－2）4,278人（－2）

女 3,804人（－2） 3,804人（－2） 

計 8,082人（－4）8,082人（－4）

3,975世帯3,975世帯

（　）の数字は、前月との比較数（　）の数字は、前月との比較数
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久米島産の紅芋（沖夢紫）を使用して
作られた

紅芋シュークリームが給食に !!
久米島産の紅芋（沖夢紫）を使用して

作られた

紅芋シュークリームが給食に !!

河合克行内閣総理大臣補佐官ふるさとづくり実践活動チーム
久米島視察
河合克行内閣総理大臣補佐官ふるさとづくり実践活動チーム
久米島視察
　３月７日～８日にかけて、総務省主催の「ふる
さとづくり実践活動ｉｎ久米島」が開催されまし
た。日本人の心のよりどころであるふるさとを愛
する気持ちを育み、誇りあるふるさとを取り戻す
ため、ふるさとづくりの取り組みを進めて行くこ
とを目的に、昨年 10 月に有識者らで「ふるさとづ
くり実践チーム」が発足され、現地活動先として
滋賀県長浜市に続く全国第２弾目として久米島町
が選ばれました。

　３月７日～８日にかけて、総務省主催の「ふる
さとづくり実践活動ｉｎ久米島」が開催されまし
た。日本人の心のよりどころであるふるさとを愛
する気持ちを育み、誇りあるふるさとを取り戻す
ため、ふるさとづくりの取り組みを進めて行くこ
とを目的に、昨年 10 月に有識者らで「ふるさとづ
くり実践チーム」が発足され、現地活動先として
滋賀県長浜市に続く全国第２弾目として久米島町
が選ばれました。

　河合克行内閣総理大臣補佐官を筆頭に、４名の実践活動チーム委員の皆さんが、７日久米島町に到着し、「久米島モ
デル」の実現に取り組む町内の海洋深層水関連施設を視察したほか、久米島高校魅力化事業で全国的に注目を集めて
いる交流学習センター「じんぶん館」などを訪れました。
　その後、久米島町役場で行われたパネルディスカッションでは、ふるさとづくり実践チームの皆さんと、地元で活
躍する皆さんで、ふるさとづ くりに関する意見交換が行われました。

　河合克行内閣総理大臣補佐官を筆頭に、４名の実践活動チーム委員の皆さんが、７日久米島町に到着し、「久米島モ
デル」の実現に取り組む町内の海洋深層水関連施設を視察したほか、久米島高校魅力化事業で全国的に注目を集めて
いる交流学習センター「じんぶん館」などを訪れました。
　その後、久米島町役場で行われたパネルディスカッションでは、ふるさとづくり実践チームの皆さんと、地元で活
躍する皆さんで、ふるさとづ くりに関する意見交換が行われました。

　パネルディスカッションでは、 ( 株 ) ゆがふホールディングスの前田貴子さ
ん、( 株 ) 地域事業再生パートナーズの今若明さん、( 株 ) 文化事業部のセーラ・
マリ・カミングスさん、( 株 )ＪＴＢ中部交流文化部の武田道仁さんが実践チー
ムのパネラーとして、ＦＭ久米島の宇江城久人さん、おやつ村の儀間一美さん、 
( 合 ) 生活 ing の宇根哲也さん、ＮＰＯ久米島の松山悦子さんら４人が地域の代
表として、それぞれの取り組みや活動内容を報告したほか、これからのふるさ
とづくりについて活発な意見交換を行いました。

　パネルディスカッションでは、 ( 株 ) ゆがふホールディングスの前田貴子さ
ん、( 株 ) 地域事業再生パートナーズの今若明さん、( 株 ) 文化事業部のセーラ・
マリ・カミングスさん、( 株 )ＪＴＢ中部交流文化部の武田道仁さんが実践チー
ムのパネラーとして、ＦＭ久米島の宇江城久人さん、おやつ村の儀間一美さん、 
( 合 ) 生活 ing の宇根哲也さん、ＮＰＯ久米島の松山悦子さんら４人が地域の代
表として、それぞれの取り組みや活動内容を報告したほか、これからのふるさ
とづくりについて活発な意見交換を行いました。

　おやつ村の儀間一美さんは「久米島の最大の魅力は “人” にある。
他の地域にない島の魅力を発掘しアピールしていきたい。」とこれ
からの島づくりについての提言がなされました。
　河合克行内閣総理大臣補佐官が「視察も、意見交換も感動した。
久米島は只者ではないと感じた。ぜひ総理大臣に報告したい。」と
述べたほか、前田貴子委員からは「初めて訪れた久米島のポテンシャ
ルの高さに驚き、多くの素晴らしい資源を幾重にも活かそうとする
島民の知恵と行動力に更に驚かされた。全国的にも久米島町は、ふ
るさとづくりの素晴らしいモデルになる。」との感想を頂き、久米
島らしいふるさとづくりを考える、貴重な場となりました。

　おやつ村の儀間一美さんは「久米島の最大の魅力は “人” にある。
他の地域にない島の魅力を発掘しアピールしていきたい。」とこれ
からの島づくりについての提言がなされました。
　河合克行内閣総理大臣補佐官が「視察も、意見交換も感動した。
久米島は只者ではないと感じた。ぜひ総理大臣に報告したい。」と
述べたほか、前田貴子委員からは「初めて訪れた久米島のポテンシャ
ルの高さに驚き、多くの素晴らしい資源を幾重にも活かそうとする
島民の知恵と行動力に更に驚かされた。全国的にも久米島町は、ふ
るさとづくりの素晴らしいモデルになる。」との感想を頂き、久米
島らしいふるさとづくりを考える、貴重な場となりました。



９
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、前
回
の
長

崎
大
会
以
上
の
成
績
を
目
指
し
、県
と
Ｊ
Ａ
及
び
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、生
産
者
と一体
と
な
って

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
２
）水
産
業
の
振
興

漁
業
に
つい
て
は
、農
業
と
並
び
、島
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、次
の
施
策
に
よ
り
漁
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

久
米
島
町
の
水
産
業
は
、「
久
米
島
町
第
一
次
総

合
計
画
」に
基
づ
き
、漁
業
環
境
復
旧･

保
全
、栽
培

漁
業
の
推
進
、漁
業
生
産
基
盤
の
整
備
、島
の
条
件

に
適
合
す
る
流
通
体
制
の
整
備
、漁
業
経
営
者
の

育
成・確
保
、防
災・緊
急
体
制
の
拡
充
な
ど
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、「
浮
漁
礁
整
備
事
業
」に
よ

り
、中
層
浮
漁
礁
の
整
備
や
平
成
27
年
度
に
整
備

し
た
水
産
加
工
処
理
施
設
及
び
海
業
支
援
施
設
に

よ
り
、マ
グ
ロ
及
び
モ
ズ
ク
を
中
心
と
し
た
水
産
物
の

加
工
品
を
生
産
、販
売
す
る
こ
と
で
、水
産
業
の
振

興
発
展
、漁
業
従
事
者
の
経
営
安
定
と
所
得
向
上

を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、観
光
産
業
と
連
携
を
強
化

し
、相
乗
効
果
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
で
、久
米
島
町

の
水
産
業
の
活
性
化
を
図
って
参
り
ま
す
。

（
３
）商
工
業
の
振
興

本
町
の
商
工
業
は
、経
営
者
の
高
齢
化
に
伴
う
事

業
縮
小
、ま
た
沖
縄
本
島
の
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
の
顧
客
流
出
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど

社
会
経
済
状
況
が
変
化
す
る
中
で
商
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、久
米

島
商
工
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
製
造
業
の
活
性

化
や「
久
米
島
特
産
品
販
路
開
拓
事
業
」を
通
し
て

販
売
拡
大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、有
望
な
地
域
資
源
で
あ
る
海
洋
深
層
水
の

新
た
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、久
米
島
海
洋
深
層

水
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
海
洋
深
層
水

関
連
商
品
の「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」を
行
い
、

ブ
ラ
ン
ド
の
育
成・強
化
を
図
って
参
り
ま
す
。

久
米
島
紬
の
振
興
に
つ
い
て
は
、久
米
島
紬
事
業

協
同
組
合
と
連
携
し
な
が
ら
、久
米
島
紬
の
伝
統
的

な
技
法
を
継
承
す
る
後
継
者
の
育
成
を
は
じ
め
、国

指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
開
発
に
よ
る
販
路
拡
大
、販

売
促
進
な
ど
支
援
を
行
って
参
り
ま
す
。

（
４
）観
光
産
業
の
振
興

観
光
は
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

画
一さ
れ
た
団
体
旅
行
よ
り
も
家
族
や
友
人・知
人

と
出
か
け
る
個
人
や
小
グ
ル
ー
プ
化
が
進
み
、さ
ら

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
個
人
の
興
味
、

関
心
に
あ
わ
せ
て
旅
行
内
容
が
多
用
化
す
る
な
か
、

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
新
し
い
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、久
米
島
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統
文
化
な

ど
多
く
の
優
れ
た
観
光
資
源
を
活
か
し
た
着
地
型

観
光
商
品
の
充
実・開
発
に
よ
る
着
地
型
観
光
の
強

化
を
は
じ
め
、修
学
旅
行
の
誘
致
な
ど
久
米
島
町
観

光
協
会
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

久
米
島
観
光
に
お
い
て
課
題
と
な
る
知
名
度
不

足
の
解
消
、誘
客
の
拡
大
に
つい
て
は
、テ
レ
ビ
や
Ｗ
Ｅ

Ｂ
等
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
久
米
島
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、誘
客
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、野
球
や
陸
上
競
技
、そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

誘
致
に
つい
て
は
、久
米
島
町
ス
ポ
ー
ツ
コ
ンベン
シ
ョン

協
議
会
を
中
心
に
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
み
ま
す
。

久
米
島
町
観
光
振
興
計
画
の
展
開
に
よ
り
、平

成
27
年
度
に
は
観
光
入
込
客
数
10
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
が
、平
成
28
年
度
も
目
標
人
数
を
上
回
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、平
成
29
年
度
に

お
い
て
も
積
極
的
な
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。さ
ら
に
、久
米
島
観
光
の
将
来
像
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
的
に
、観
光
地
域
形
成
促
進
地
域
に

指
定
さ
れ
る
イ
ー
フ
地
区
及
び
周
辺
地
域
の
観
光

リ
ゾ
ー
ト
振
興
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
、計

画
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

（
５
）交
通
の
確
保

離
島
を
結
ぶ
航
路
、航
空
路
は
、住
民
及
び
交
流

人
口
に
と
って
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
り
、物
流
、観

光
、産
業
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

特
に
、航
空
路
線
は
利
用
度
の
高
い
交
通
手
段
と

な
って
い
る
こ
と
か
ら
定
期
路
線
の
維
持・確
保
及
び

ジ
ェッ
ト
便
の
増
便
等
、輸
送
体
制
の
拡
充
、利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
沖
縄
県
や
航
空
会
社
に
求
め
て
参

り
ま
す
。ま
た
、那
覇

−

久
米
島
の
航
空
運
賃
に
つ

い
て
は
、交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
目
的
で
沖
縄
県

が
実
施
す
る「
球
美
の
島
交
流
促
進
事
業
」に
よ
り

那
覇
発
運
賃
の
低
減
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、引

き
続
き
割
引
の
拡
充
に
つい
て
求
め
て
参
り
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
の
往
復
乗
船
券
に
お
け
る
利
用
期
間
に

つい
て
は
、こ
れ
ま
で
の
２
週
間
か
ら
１
ヶ
月
への
期
間

延
長
、さ
ら
に
沖
縄
県
が
行
う
沖
縄
離
島
住
民
等
コ

ス
ト
負
担
軽
減
事
業
に
お
け
る
片
道
運
賃
の
割
引

適
用
に
つい
て
も
求
め
て
参
り
ま
す
。

町
営
バス
に
つ
き
ま
し
て
は
、町
民
の
通
学・買
物・

通
院
な
ど
重
要
な
生
活
交
通
路
線
と
な
って
お
り
、

ま
た
、島
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
に
と
っ
て
も
欠
か

せ
な
い
交
通
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
って
お

り
安
全
運
行
の
維
持・確
保
に
努
め
ま
す
。特
に
、70

歳
以
上
の
高
齢
者
の
町
民
を
対
象
に
運
賃
無
料
化

を
継
続
し
、外
出
支
援
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

３
．教
育・文
化
の
振
興

久
米
島
町
の
明
る
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

人
づ
く
り
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、小
中
学

校
の
学
力
向
上
に
向
け
た
教
育
環
境
整
備
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。久
米
島
高
校
の
魅
力

化
事
業
の一つ
と
し
て
、島
外
か
ら
の
留
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、昨
年
県
内
の
市
町
村
で
は
初
め

て
の
町
営
の
久
米
島
町
地
域
支
援
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、13
名
の
離
島
留
学
生
を
受
け
入
れ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。離
島
留
学
生
と
地
元
の
生
徒

及
び
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
、お
互
い
に
刺
激
し

合
う
環
境
づ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、社
会
教
育
に
お
い
て
は「
学
び
の
拠
点
」

「
読
書
環
境
の
整
備
」を
め
ざ
し
て
、図
書
館
機
能

を
備
え
た
複
合
型
防
災・生
涯
学
習
機
能
施
設
の

建
設
に
引
き
続
き
取
組
み
ま
す
。

（
１
）学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、変
動
の
激
し
い

21
世
紀
を
力
強
く
、逞
し
く
生
き
抜
く「
生
き
る

力
」を
全
て
の
子
ど
も
達
に
育
む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「
生
き
る
力
」を
育
む
と
は
、「
知・徳・体
」調
和
の

と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
だ
と
考
え
ま
す
。そ
の
中
で

も
、教
育
委
員
会
で
は
、本
町
の
教
育
の
大
き
な
課

題
で
あ
る『
学
力
の
向
上
』を
基
軸
と
し
て
、子
ど
も

達
一
人
一
人
に
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
小
学
校
で
は
昨

年
度
も
、国
語
、算
数
を
合
わ
せ
た
総
合
正
答
率
で
、

目
標
で
あ
る
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
年
度
も
、そ
の
結
果
を
継
続
で
き
る
よ
う

な
取
組
を
行
って
い
き
ま
す
。中
学
校
は
国
語
、数
学

を
合
わ
せ
た
総
合
正
答
率
で
県
平
均
を
超
え
る
こ

と
な
ど
を
目
標
と
し
、取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、全
小
中

学
校
で
具
体
的
で
実
践
的
な
助
言
の
で
き
る
専
門

家
を
招
聘
し
、教
師
の
授
業
力
の
向
上
の
た
め
の
研

修
会
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、基
礎
学
力
向
上
学
習

支
援
員
を
、今
年
度
も
小
学
校
３
名
、中
学
校
の
２

校
に
そ
れ
ぞ
れ
２
名
、合
計
７
名
配
置
し
、基
礎
的

な
学
力
の
定
着
を
図
って
参
り
ま
す
。さ
ら
に
、昨
年

度
２
中
学
校
に
配
布
し
た
国
語
、数
学
、社
会
科
、理

科
、英
語
５
教
科
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
及
び
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
活
用
し
、学
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

教
育
活
動
の
中
で
は
、人
、自
然
、伝
統
文
化
な

ど
、地
域
の
豊
か
な
教
育
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、久
米
島
の
良
さ
を
知
り
、ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
な
子
ど
も
達
の
育
成
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、仲
里
幼
稚
園
と
清
水
幼
稚

園
の
２
園
に
統
廃
合
さ
れ
、園
児
数
の
バ
ラ
ン
ス
格
差

に
起
因
す
る
保
育
内
容
や
安
全
面
な
ど
に
対
す
る

課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
つつ
あ
り
ま
す
。今
年
度
も
、

安
全
で
充
実
し
た
保
育
が
実
施
で
き
る
よ
う
き
め

細
か
な
支
援
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、預
か

り
保
育
に
つい
て
は
、仲
里
幼
稚
園
、清
水
幼
稚
園
に

お
い
て
、こ
れ
ま
で
通
り
そ
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

（
２
）生
涯
学
習
の
振
興

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バル
や
新
春
書
道
展
、ま
た
各
種
講
座・体
験
活

動
事
業
等
を
展
開
し
、幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま

で
町
民
が
生
き
生
き
と
学
習
活
動
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
参
り
ま
す
。　　
　
　

は
じ
め
に

平
成
29
年
３
月
定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、町

政
運
営
に
対
す
る
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、議
員
の

皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
多
く
の
町
民
の
ご
信
託
を
賜
り
、久
米
島
町

長
に
就
任
し
ま
し
て
か
ら
ま
も
な
く
、３
年
を
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

町
民
か
ら
の
切
実
な
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
、直

実
に
行
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
今
年

度
も
第
２
次
総
合
計
画
の
将
来
像「
夢
つ
む
ぐ
島
」・

島
人
み
ん
な
で
織
り
上
げ
る
未
来
の
実
現
に
向
け
、

様
々
な
施
策
を
ス
ピ−ド
感
を
持
って
進
め
て
参
り
ま

す
。さ

て
、国
の
経
済
状
況
は
、長
く
続
い
た
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
を
目
指
し
、経
済
の
再
生
を
最
優
先
課
題

と
位
置
づ
け
、「
一億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
を
目
指

し
、大
胆
な
金
融
施
策
、機
動
的
な
財
政
対
策
、民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
を
柱
と
す
る
経
済

財
政
政
策
を
推
進
し
た
結
果
、雇
用・所
得
環
境
の

改
善
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
が
、そ
の
効
果
が
地
方

に
及
ん
で
い
る
か
と
言
え
ば
、そ
の
実
感
は
薄
く
、地

方
の
経
済
環
境
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。国
は

さ
ら
に「
新･

三
本
の
矢
」を
放
ち
、少
子
高
齢
化
と

い
う
構
造
問
題
に
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、成
長

と
分
配
の
好
循
環
の
実
現
に
向
け
、取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

沖
縄
の
経
済
に
つ
い
て
は
、外
国
人
観
光
客
の
急

増
、沖
縄
へ
立
地
し
た
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
数
の
順
調
な

推
移
、那
覇
空
港
の
国
際
貨
物
取
扱
量
の
飛
躍
的

な
増
加
等
、沖
縄
振
興
の
成
果
が
実
感
で
き
る
形
で

現
れ
て
お
り
ま
す
。23
年
ぶ
り
に
失
業
率
３
％
台
を

達
成
す
る
な
ど
雇
用
情
勢
も
確
実
に
改
善
し
て
お

り
ま
す
。

２
０
１
７
年
は
、こ
う
し
た
沖
縄
振
興
の
良
好
な

流
れ
を
よ
り
一
層
加
速
さ
せ
る
た
め
、「
沖
縄
21
世

紀
ビ
ジ
ョン
基
本
計
画
」の
後
期
期
間
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。那
覇
空
港
の
整
備

促
進
を
は
じ
め
、空
港・港
湾
の
物
流
強
化
、増
大
す

る
ク
ル
ー
ズ
船
需
要
に
対
応
す
る
港
湾
整
備
や
、観

光
振
興
に
資
す
る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、全
て
の
人
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
す
事

が
出
来
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、地
域
医
療
の
充

実
、子
ど
も
の
貧
困
、待
機
児
童
への
対
応
な
ど
、医

療・福
祉
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、沖
縄
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
に
は
、

県
と
し
て
は
離
島
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、

「
離
島
力
の
向
上
」を
図
り
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ

う
に
輝
く
離
島
の
力
」を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、

沖
縄
全
体
の
ソ
フ
ト
パワ
ー
で
沖
縄
の
未
来
を
築
い
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、本
町
に
お
い
て
は
、海
洋

深
層
水
な
ど
の
自
然
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り「
久
米
島
モ
デ
ル
」の
実
現
を
、「
ま
ち・ひ
と・し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」の
核
と
な
る
重
要
プ
ロ
ジェク
ト

と
し
て
位
置
づ
け
、29
年
度
も
引
き
続
き「
国
際
海

洋
資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」と
密

接
に
連
携
し
な
が
ら
各
種
関
連
施
策
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。ま
た
、海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
関
し
て

は
、毎
年
ハ
ワ
イ
郡
と
交
互
に
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、次
世
代
育
成
の
た
め
の
高
校
生

教
育
交
流
に
加
え
て
、本
年
は
産
業
面
の
交
流
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、柔

軟
な
発
想
と
向
上
心
を
も
っ
て
、そ
の
持
て
る
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
、行
政
運
営
に
力
を
注
い
で
参

り
ま
す
。

以
上
の
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
き
、平
成
29
年
度

に
実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
そ
の
骨
子
を
申
し
述
べ

て
参
り
ま
す
。

１
．総
合
計
画
の
推
進

久
米
島
町
第
２
次
総
合
計
画
の
最
大
の
テ
ー
マ
は

人
口
減
少
対
策
で
す
。　

急
速
な
人
口
減
少
への
対
応
に
向
け
、農
林
水
産

業
や
観
光
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
、新
た
な
産
業
の

創
出
、子
育
て
環
境
の
充
実
や
若
年
層
の
雇
用
創
出

な
ど
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、久
米
島
の

豊
か
な
自
然
、歴
史
、文
化
、伝
統
等
を
大
事
に
し
な

が
ら
、未
来
を
担
う
世
代
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

私
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
６
月
よ
り
、「
全
て
の
世
代
が
活
き
活
き
と

将
来
に
わ
た
り
暮
ら
せ
る
島
」「
人
を
惹
き
付
け
る

島
」を
目
指
す
体
制
の
整
備
と
し
て
、移
住
定
住
促

進
窓
口「
久
米
島　

島
ぐ
ら
し
コ
ン
シェル
ジ
ュ
」を
設

置
し
ま
し
た
。し
ご
と・住
ま
い・子
育
て
に
関
す
る

情
報
の
収
集・発
信
や
移
住
相
談
な
ど
を
行
い
な
が

ら
課
題
に
向
き
合
って
い
ま
す
。

本
計
画
の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
町
民・事
業
者・行
政
が「
ひ
と

つ
」に
な
り
総
力
戦
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
が「
自
分
ご
と
」と
し
て
捉
え
、既

存
組
織
の
枠
を
超
え
今
一歩
踏
み
込
ん
だ
取
組
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
推
進
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

２
． 

産
業
の
振
興

（
１
）農
業
の
振
興

農
業
に
つ
い
て
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴

い
、担
い
手
不
足
の
問
題
な
ど
経
営
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、

国
の
農
業
政
策
で
あ
る
青
年
就
農
給
付
金
事
業
の

活
用
に
よ
り
、担
い
手
育
成
を
積
極
的
に
進
め
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
り
、担
い
手
に

農
地
集
積
を
進
め
て
い
く
と
同
時
に
栽
培
技
術
や

経
営
能
力
の
向
上
な
ど
、関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

を
図
り
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
を
加

工
し
、付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
す
る
６
次
産
業
化

に
積
極
的
に
取
り
組
み
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て

参
り
ま
す
。　

次
に
個
別
施
策
に
つい
て
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
と
う
き
び
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
さ
と
う
き
び

農
業
機
械
等
リ
ー
ス
支
援
事
業
」、「
さ
と
う
き
び
安

定
生
産
対
策
事
業
」に
よ
り
ハ
ー
ベス
タ
ー
及
び
株
出

管
理
作
業
機
械
を
導
入
し
、刈
り
取
り・肥
培
管
理

の
機
械
化
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に「
さ
と
う
き
び
優
良
種
苗
安
定
確
保
事

業
」に
よ
り
、優
良
種
苗
の
確
保
及
び
農
家
への
普
及

を
図
り
ま
す
。ま
た
、町
単
独
事
業
に
よ
り
、さ
と
う

き
び
振
興
協
議
会
の
支
援
、干
ば
つ・灌
水
対
策
事

業
、さ
と
う
き
び
共
済
掛
金
助
成
事
業
、さ
と
う
き

び
病
害
虫
防
除
事
業
等
に
よ
り
さ
と
う
き
び
の
振

興
を
図
って
参
り
ま
す
。

甘
し
ょ
に
つい
て
は
、一昨
年
、沖
縄
県
知
事
か
ら
拠

点
産
地
の
認
定
を
受
け
、生
産
拡
大
に
つ
な
が
って
お

り
ま
す
。甘
し
ょ
加
工
施
設
の
稼
働
に
よ
り
、甘
し
ょ

の
更
な
る
生
産
振
興
を
図
る
と
と
も
に「
甘
し
ょ
優

良
種
苗
普
及
事
業
」に
よ
り
優
良
種
苗
を
確
保
し
、

農
家
へ
の
普
及
と
生
産
拡
大
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
早
期
根
絶
を
目
指
し
て
薬
剤
の
助

成
を
行
って
参
り
ま
す
。

花
卉
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、沖
縄
県
花
卉
園

芸
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、生
産
振
興
を
図
って

参
り
ま
す
。

ま
た
、新
た
に
か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産
出
荷
が
伸
び
て

き
て
お
り
、今
後
沖
縄
県
の
拠
点
産
地
認
定
に
向
け

て
生
産
者
と一緒
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、久

米
島
町
か
ぼ
ち
ゃ
産
地
協
議
会
を
中
心
に
生
産
振

興
を
図
って
参
り
ま
す
。

畜
産
に
つい
て
は
全
国
的
に
肉
用
牛
取
引
価
格
の

上
昇
が
続
き
、生
産
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。前

年
度
に
引
き
続
き
沖
縄
県
の「
畜
産
担
い
手
育
成
事

業
」に
よ
り
畜
舎
、草
地
等
の
整
備
を
図
り
、母
牛
の

増
頭
に
取
り
組
く
む
と
と
も
に「
優
良
雌
牛
導
入

事
業
」に
よ
り
母
牛
の
増
頭
及
び
品
質
向
上
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

町
単
独
事
業
と
し
て
は「
繁
殖
雌
牛
共
済
掛
金

助
成
事
業
」「
優
良
雌
牛
自
家
保
留
支
援
事
業
」な

ど
に
よ
り
、引
き
続
き
畜
産
振
興
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。な
お
、第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が

平
成
29
年
度
施
政
方
針
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（
１
）町
道
整
備

継
続
事
業
の
久
米
島
縦
断
線
道
路
改
良
工
事
及

び
大
原
下
線
道
路
改
良
工
事
の
早
期
完
了
に
努
め

て
参
り
ま
す
。ま
た
、平
成
28
年
度
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
比
嘉
２
号
線
の
道
路
改
良
工
事
の
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
道

路
施
設
老
朽
化
対
策
点
検
調
査
の
結
果
に
基
づ
き

補
修
改
修
の
実
施
に
向
け
取
り
組
む
と
共
に
、橋
梁

等
に
つい
て
も
点
検
を
実
施
し
長
寿
命
化
に
努
め
て

参
り
ま
す
。ま
た
、未
整
備
道
路
の
整
備
に
も
鋭
意

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
２
）農
業
基
盤
整
備

継
続
事
業
で
あ
る
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
に

よ
り
、農
道
及
び
排
水
路
の
生
産
基
盤
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。ま
た
、県
営
及
び
団
体
営
水
質
保
全

対
策
事
業
に
よ
り
、ほ
場
内
の
勾
配
修
正・排
水
路・

沈
砂
地
な
ど
の
整
備
を
推
進
し
、農
地
か
ら
の
赤
土

流
出
を
防
止
し
て
海
岸
環
境
の
保
全
に
努
め
て
参

り
ま
す
。今
後
も
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
や
水

質
保
全
対
策
事
業
及
び
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
未

整
備
地
区
の
新
規
採
択
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

（
３
）漁
港
の
整
備

漁
港
整
備
に
つい
て
は
、継
続
事
業
で
あ
る「
水
産

物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業
」に
よ
り
老
朽
化
し

た
漁
港
の
補
修
改
修
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、鳥
島･

儀
間
漁
港
の
漁
業
従
事
者
の
安
全

確
保
と
就
労
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
の
長
期
計

画
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
４
）上
下
水
道
事
業

平
成
26
年
度
に
山
城
浄
水
場
系
の
儀
間
ダ
ム
が

完
成
し
、安
心・安
全
な
水
を
よ
り
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。上
水
道
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
き
、施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

参
り
ま
す
。下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、イ
ー
フ・清

水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能
維
持
を
図
る
た
め
に
長
寿

命
化
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。さ

ら
に
未
普
及
対
策
事
業
に
よ
り
真
我
里
、銭
田
、山

城
、儀
間
、嘉
手
苅
地
区
の
下
水
道
整
備
推
進
を
図

る
と
と
も
に
接
続
率
の
向
上
に
向
け
て
取
組
み
強

化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。ま
た
、上
下
水
道
使
用
料

収
納
率
向
上
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き
収
納
取
組
み

の
強
化
を
図
って
参
り
ま
す
。

（
５
）公
園
の
整
備

公
園
整
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、旧
久
米
島
中

学
校
運
動
場
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョン

遊
具
、３
オ
ン
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、休
憩
施
設
、東

屋
等
を
整
備
し
家
族
、親
子
で
も
楽
し
め
る
公
園
整

備
が
着
工
し
ま
す
。

ま
た
、だ
る
ま
山
公
園
、球
美
の
島
緑
化
公
園
に

お
い
て
、ク
メ
ノ
サ
ク
ラ・椿・ツ
ツ
ジ
等
の
花
木
を
植
栽

し
自
然
的
公
園
造
り
に
取
り
組
み
町
民
の
憩
い
の
場

づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
６
）火
葬
場
、葬
祭
場
、墓
地
公
園
の
新
設

　

平
成
29
年
度
は
、火
葬
場
、葬
祭
場
の
建
築
に

着
手
し
ま
す
。火
葬
か
ら
告
別
式
ま
で
の一
連
の
葬

儀
を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
る
火
葬
場
と
葬
祭
場

を
併
設
し
た
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、安
心

し
た
生
活
環
境
を
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、墓
地
公
園
の
整
備
に
よ
り
墓
地
の
集
約
化

を
図
り
、永
代
供
養
型
納
骨
堂
の
建
設
整
備
を
す

る
事
に
よ
り
墓
地
の
確
保
、景
観
の
配
慮
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。整
備
の
早
期
実
現
に
向
け

事
業
導
入
に
取
り
組
み
を
行
って
参
り
ま
す
。

７
．情
報
通
信
基
盤
整
備

今
年
１
月
、平
成
25
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
沖
縄
県
の
離
島
地
区
情
報
通
信
基
盤
整
備
推

進
事
業
に
よ
る
離
島
地
区
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
が

完
了
し
、中
継
伝
送
路
の
２
ル
ー
ト
化「
久
米
島
ル
ー

プ
」が
実
現
し
ま
し
た
。中
継
伝
送
路
の
ル
ー
プ
化
に

よ
り
、耐
災
害
性
や
機
能
性
が
向
上
し
、よ
り
安
定

し
た
通
信
環
境
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
の
実
施
な
ど
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
産
業
の
情
報

化
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｔ
企
業
等
の
誘
致

も
期
待
さ
れ
ま
す
。今
後
は
沖
縄
県
の
超
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バン
ド
環
境
整
備
促
進
事
業
に
よ
り
、島
内
の

ブ
ロ
ー
ド
バン
ド
化
を
更
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

８
．消
防・防
災

各
種
災
害
への
予
防
及
び
被
害
の
軽
減
に
努
め
、

尊
い
人
命
や
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
日
々
の
訓
練

を
積
み
重
ね
消
防
力
の
充
実・強
化
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

ま
た
、過
去
の
大
災
害
を
教
訓
に
、町
の
防
災
に

関
す
る
体
制
を
今
一
度
見
直
し
、災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
１
）消
防
体
制
強
化

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
消
防

学
校
等
への
消
防
職
員
、団
員
の
研
修
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、導
入
後
20
年
が
経
過
す
る
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
の
更
新
や
消
防
資
器
材
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、今
後
、東
日
本
大
震
災
を
上
回
る
被
害
が

想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
、大
規
模
災
害
に

備
え
、緊
急
消
防
援
助
隊
の
登
録
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

（
２
）救
急
業
務

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、救
命
率
の
向
上
、

傷
病
者
の
負
担
軽
減
な
ど
質
の
高
い
救
急
医
療
を

住
民
に
提
供
す
る
た
め
、計
画
的
に
病
院
実
習
や
追

加
講
習
を
実
施
す
る
と
と
も
に
新
規
救
急
救
命
士

の
養
成
及
び
救
急
隊
員
の
技
術
の
向
上
を
図
って
参

り
ま
す
。

ま
た
、応
急
手
当
の
普
及
活
動
に
お
い
て
も
、過
去

に
住
民
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
て
の
応
急
処
置
を

施
し
た
救
命
効
果
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。本
年
度

も
引
き
続
き
、町
民
及
び
事
業
所
な
ど
へ
応
急
手
当

普
及
啓
発
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
３
）火
災
予
防

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
等
を
未
然
に
防
ぐ
目

的
で
設
置
指
導
を
行
って
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
適
切
な
維
持
管
理
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。ま

た
、毎
年「
火
入
れ
」に
よ
り
発
生
し
て
い
る
林
野
火

災
予
防
の
指
導
を
図
って
参
り
ま
す
。さ
ら
に
、ホ
テ

ル
、民
宿
等
の
防
火
対
象
物
が
安
心
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
立
入
査
察
を
強
化
し
、違
反
是
正
の
強
化

を
行
って
参
り
ま
す
。

（
４
）地
域
防
災

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
、消
防
団
や
自

主
防
災
組
織
及
び
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化

を
図
り「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

こ
と
を
基
本
に
、社
会
環
境
の
変
化
に
即
し
た
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
な
が
ら
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
５
）防
災
体
制
の
強
化

過
去
の
大
災
害
で
は
、情
報
の
収
集
や
発
信
が
災

害
被
害
の
大
き
さ
を
左
右
し
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

災
害
時
の
情
報
伝
達
は
重
要
で
す
。防
災
施
設
の
整

備
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち 

づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、防
災
情
報
の
収
集・発
信
体
制
の
整
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

よ
って
、平
成
29
年
度
予
算
案
の
総
額
は
、次
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

一般
会
計　
　
　
　
　

  

７
，２
１
６
，７
９
７
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　

１
，４
６
２
，２
５
１
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

７
３
，４
６
６
千
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計　

 

２
８
７
，６
２
０
千
円

水
道
事
業
会
計　
　
　
　

 

３
１
５
，１
３
２
千
円

合　
　

計　
　
　
　
　

９
，３
５
５
，２
６
６
千
円

以
上
、平
成
２９
年
度
の
町
政
運
営
に
あ
た
り
、私

の
所
信
や
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
、述
べ
て
参
り
ま

し
た
。久
米
島
町
第
２
次
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
、

「
内
を
満
た
し
」「
外
か
ら
い
ざ
な
う
」こ
と
を
基
本

に
掲
げ
、「
人
口
減
少
」に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う

課
題
を
解
消
し
な
が
ら
、そ
こ
に
暮
ら
す「
す
べ
て
の

世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
島
」、「
人
を
惹
き

付
け
る
島
」を
し
ま
づ
く
り
の
目
標
に
し
、町
民
一人

一
人
が「
夢
つ
む
ぐ
島
」の
実
現
に
向
け
、取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、町
民
と
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
、協
力
し
な
が
ら
行
う
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に一生
懸
命
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
と
議
員
各
位
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お

願
い
し
て
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
８
日 久

米
島
町
長　

大
田
　
治
雄

ま
た
、念
願
で
あ
る
図
書
館
建
設
に
つい
て
は
、町

民
の「
学
び
の
拠
点
」を
念
頭
に
置
き
つつ
、「
第
２
次

久
米
島
町
総
合
計
画
」の
策
定
に
あ
た
り
町
民
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
声
を
十
分
反
映
さ
せ
た
複
合・多
機

能
施
設
と
し
て
の
建
設・整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、交
流
事
業
と
し
て
、新
潟
県
十
日
町
と

の
な
か
さ
と
交
流
、佐
賀
市
と
久
米
島
町
の
中
学
生

交
流
、海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
事
業
を
継
続
実
施
し
、児

童・生
徒
の
視
野
を
広
め
る
と
と
も
に
将
来
の
久
米

島
を
担
う
人
材
育
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

社
会
体
育
に
つい
て
は
、町
民
の
健
康・体
力
増
進

を
図
る
た
め
、久
米
島
町
体
育
協
会
な
ど
の
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
町
民
運
動
会
や
ふ
れ
あ
い
駅

伝
、水
泳
教
室
な
ど
の
各
種
体
育
行
事
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。ま
た
、久
米
島
中
体
連
行
事
と
し
て
も

実
施
さ
れ
て
い
る
伝
統
競
技
の
沖
縄
角
力
の
保
存
、

継
承
を
図
る
た
め
沖
縄
角
力
協
会
久
米
島
支
部
と

連
携
を
図
って
参
り
ま
す
。

（
３
）文
化
の
振
興

文
化
振
興
に
つ
い
て
、伝
統
芸
能
や
民
族
芸
能
の

保
存・継
承
を
図
る
た
め
、久
米
島
町
文
化
協
会
や

久
米
島
町
民
俗
芸
能
保
存
会
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
充
実
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
書
道
展
の
開

催
に
つい
て
引
き
続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

文
化
財
及
び
博
物
館
に
つ
い
て
は
、具
志
川
城
跡

石
積・天
后
宮
修
復
工
事
、五
枝
の
松・宇
根・兼
城・

南
謝
門
の
コ
バ
テ
イ
シ
等
の
天
然
記
念
物
樹
勢
回
復

事
業
な
ど
を
行
い
保
護
、活
用
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。博
物
館
に
つい
て
は
、常
設
展
示
を
中
心
に
企

画
展・特
別
展・講
演
会・イ
ベン
ト
の
開
催
、文
化
財

管
理
と
と
も
に
久
米
島
の
文
化
を
発
信
し
、行
き
引

き
続
き
運
営
に
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、久
米
島
ホ
タ
ル
館
に
つい
て
は
、環
境
学
習・

自
然
学
習
の
拠
点
と
し
て
効
果
的
な
利
活
用
を
図

り
ま
す
。

（
４
）学
校
給
食

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、児
童･

生
徒
が
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、積
極
的
に
食
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に「
安
全・安
心・美
味
し

い
給
食
」の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。ま
た
、地
産

地
消
の
拡
大
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、地
元
産
の
食
材
を
学
校
給
食
に
活
用
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

４
．福
祉
の
充
実

町
民
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、保
健・医
療・福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
連
携
に
よ
る
地
域
福
祉
の
充
実
を
図

り
、す
べ
て
の
町
民
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

（
１
）母
子
保
健・児
童
福
祉

本
町
に
於
い
て
も
、子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
ニ
ー

ズ
も
高
ま
って
い
る
な
か
で
、安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。子
育
て

支
援
を
強
化
し
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は

「
子
ど
も・子
育
て
新
制
度
」に
対
応
し
た
取
り
組

み
が
重
要
と
な
って
お
り
体
制
強
化
も
含
め
て
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、待
機
児
童
対
策
と
し
て
新
た
に
家
庭
的
保

育
事
業
を
実
施
す
る
と
共
に
認
可
保
育
園
の
定
員

見
直
し
に
よ
る
量
的
整
備
を
進
め
な
が
ら
病
児
保

育
の
早
期
実
施
な
ど
保
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

新
た
な
試
み
と
し
て
、５
歳
児
発
達
相
談
を
実
施

し
ま
す
。３
歳
児
検
診
以
降
か
ら
幼
稚
園
で
の
就
学

時
健
診
ま
で
の
間
、そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
の
特
性
を
確

認
し
、支
援
へつ
な
げ
る
場
が
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で「
育
て
に
く
い・何
か
気
に
な
る
」な
ど
気
づ
き

の
場
、気
づ
き
を
深
め
る
場
と
し
て
５
歳
児
発
達
相

談
を
行
い
、個
別
相
談
や
発
達
検
査
を
行
う
こ
と
で

療
育
な
ど
の
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）健
康
づ
く
り

町
民
の
健
康
状
態
を
改
善
す
る
取
り
組
み
と
し

て
実
施
し
て
い
る
健
康
増
進
施
設「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」（
ス

マ
ッ
プ
）を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め

個
人
は
も
ち
ろ
ん
町
内
の
事
業
者
と
連
携
し
て
内

容
を
充
実
さ
せ
利
用
者
を
増
や
す
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

子
ど
も
健
診
の
実
施
及
び
事
後
経
過
観
察
を
学

校
と
連
携
し
て
対
象
者
を
支
援
し
健
診
異
常
率
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
と

し
て
は
前
年
度
よ
り
実
施
し
た
特
定
健
診
受
診
率

向
上
対
策
委
員
に
よ
る
未
受
診
者
へ
の
戸
別
訪
問

調
査
の
分
析
を
行
い
、個
別
受
診
勧
奨
を
促
す
こ
と

や
広
報
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。さ
ら
に
、難

病
や
特
定
疾
患
患
者
に
対
す
る
渡
航
費
の
助
成
対

象
者
の
範
囲
を
一
部
妊
婦
健
診
、不
妊
治
療
患
者
へ

の
拡
充
も
図
り
ま
す
。

（
３
）高
齢
者
福
祉

本
町
で
も
高
齢
化
率
の
伸
び
と
共
に
単
身
や
夫

婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、そ
れ

に
伴
い
認
知
症
の
高
齢
者
も
増
加
し
て
き
て
お
り
、

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。多
様
化
す
る
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
、国
の
基
本
指
針
に
基
づ
き
介
護
予

防
訪
問
介
護
、介
護
予
防
通
所
介
護
の
総
合
事
業
へ

の
移
行
な
ど
の
取
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、認
知
症

対
策
及
び
在
宅
医
療・介
護
連
携
推
進
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
４
）障
害
者
福
祉

地
域
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
の

機
会
の
確
保
や
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な

共
生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。引
き
続

き「
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」や「
就
労
継

続
支
援（
Ｂ
型
）」事
業
所
と
の
連
携
に
よ
り
障
害
者

の
自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。ま
た
、本

町
で
は
障
害
者
に
対
す
る
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
不
足

か
ら
島
外
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
事
か
ら
、島
内
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

が
出
来
る
よ
う
な
支
援
を
図
って
参
り
ま
す
。

（
５
）生
活
困
窮
者
対
策

生
活
困
窮
者
等
への
支
援
と
し
て
は
困
窮
者
の
自

立
促
進
を
目
的
に
、社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

就
労
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

５
．環
境
保
全
と
地
域
美
化

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、快
適
で
潤
い
の
あ
る

活
気
に
満
ち
た
生
活
を
営
む
こ
と
は
全
町
民
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。先
人
た
ち
か
ら
守
り
継
が
れ
て
き
た

久
米
島
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
て
い
く

た
め
に
、自
然
保
護
思
想
の
普
及
に
努
め
意
識
の
高

揚
を
図
って
参
り
ま
す
。

（
１
）ゴ
ミ
対
策

ゴ
ミ
排
出
量
の
推
移
は
、可
燃
収
集
ゴ
ミ
は
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、大
量

生
産
、大
量
消
費
、大
量
廃
棄
と
い
う
浪
費
型
の
生

活
状
況
に
あ
り
ま
す
。ご
み
の
分
け
方
、出
し
方
に

対
す
る
住
民
意
識
の
啓
発
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、ゴ
ミ
分
別
を
徹
底

的
に
行
う
よ
う
指
導
強
化
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
関
し
ま
し
て
は
、引
き
続
き
不

法
投
棄
監
視
員
を
配
置
し
監
視
す
る
と
と
も
に
、

役
場
、区
長
会
、警
察
が
連
携
し
た
対
応
に
努
め
ま

す
。漂

着
ゴ
ミ
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
去
活
動
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、沖
縄
県
海
岸
漂
着
物
地
域

対
策
推
進
事
業
を
活
用
し
漂
着
物
を
回
収
、調
査
、

環
境
教
育
活
動
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）環
境
美
化・赤
土
流
出
対
策

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、引
き
続
き
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
連
携
し
地
域
住
民・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
草
花
の
苗
を
提
供
し
花
づ
く
り
に
取
組
や
す
い

環
境
を
構
築
し
緑
化
推
進
の
意
識
向
上
を
図
り
ま

す
。町
道
や
公
園
、観
光
地
施
設
等
に
つ
い
て
は
、継

続
し
て
除
草
や
花
木
の
植
栽
を
行
い
快
適
な
生
活

環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、環
境
保
全
に
お
い
て
大
き
な
問
題
で
あ
る

赤
土
流
出
に
つ
い
て
は
、南
部
保
健
所
な
ど
関
係
機

関
と
連
携・協
力
し
な
が
ら
引
き
続
き
監
視
体
制
及

び
防
止
対
策
の
強
化
を
図
って
参
り
ま
す
。

６
．生
活
基
盤
の
整
備

町
民
の
生
活・福
祉
の
向
上
及
び
産
業
振
興
の
基

盤
と
な
る
町
道
、農
道
、漁
港
な
ど
の
整
備
を
積
極

的
に
進
め
る
と
同
時
に
県
で
実
施
し
て
お
り
ま
す

県
道
整
備
、港
湾
整
備
、河
川
整
備
、か
ん
が
い
排
水

及
び
水
質
保
全
事
業
に
つい
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。ま
た
、安
心
し
て
使
え
る
水
を
確

保・供
給
す
る
と
と
も
に
環
境
に
配
慮
し
た
上
下
水

道
整
備
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
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　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される「学生納付特例制度」があります。対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、
短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学する学
生等で、こ本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までとなりますが、承認を受けた次の年度も在学予定である
場合、4月始めに再申請の用紙が届きます。引続き学生納付特例制度をご希望の場合は、必要事項を記入の
上ご返送ください。

　学生納付特例制度により、平成 28年度に保険料納付を猶予されている方で、平成 29年度も引き続き在
学予定の方へ、3月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付します。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことにより、平成 29年
度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、平成 29年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される揚合は納付書を作成して
送付します。お手数をおかけしますが、お近くの年金事務所にご連絡ください。

　水田活用の直接支払交付金の交付について、財務省の予算執行調査において「畦畔や水路がなく水田と呼べな
い畑地化した農地にも交付されている事例があった」と指摘があり、各協議会で厳正な運用を図るよう求められ
ている。
これを踏まえて、久米島町では下記のとおり対象農用地の見直しを行います。

　（１）３月～５月 対象農用地の見直し、
 現地確認作業。
　（２）５月末 申請書の送付。
　（３）６月 申請受付及び個別確認。

　現在の対象農用地の中から、「畦畔（あぶし）」、「水路」の無い、畑地化した（水田の機能を失っている）農地を
除外する。

水田転作（交付対象）農地の見直しについて水田転作（交付対象）農地の見直しについて

産業振興課　☎985-7134お問合せ

浦添年金事務所　☎098-877-0343　　福祉課☎985-7124お問合せ

（水田活用の直接支払交付金：経営所得安定対策等交付金）

１．見直しの理由

２．対象農用地の変更点

３．今後のスケジュール
一般的な「水田」 除外対象「水田」

※「畦畔」、「水路」が無く
　「畑地化」している。

けいはん

畦畔
けいはん

〈所得のめやす〉118 万円＋｛扶養親族等の数 ×38 万円｝

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

国民年金保険料学生納付特例申請について

～平成２9 年度 小児･身障者割、航空運賃還付申請について～～平成２9 年度 小児･身障者割、航空運賃還付申請について～
４月１日以降 JTA・RAC( 久米島 - 那覇 ) 搭乗分の還付申請受付を行っています。
あじまー館内「商工観光課」にて申請のお手続きをよろしくお願いします。

【還付金の申請方法】

※手続きに必要なもの
○飛行機に乗ったことを証明できる書類
○離島住民カード(※1)
○印かん
○通帳の写し
○身障者手帳

♢ 航空運賃（久米島－那覇）還付金額表

※上記運賃種別コード以外は還付対象外です！！　※小児普通運賃：ピーク期間 (7/1-8/31) の料金は4,950円です。

◇申請の受付は商工観光課（あじまー館）のみで行っております。
　受付時間 8：30～17：15

※飛行機に乗ったことを証明できる書類について
①「領収書+搭乗証明書」
②「ｅチケットお客様控え+搭乗証明書」
③「搭乗券」ｏｒ「ご搭乗案内（レシートタイプ）」

※1「離島住民カード」の有効期限が切れましたら、
　  再発行後、申請の際、ご提出下さい。

①～③のいずれか

「搭乗券」ｏｒ「ご搭乗案内（レシートタイプ）とは・・・
保安検査場で入場する際に読み取り機にタッチする
バーコードのついた券又はタッチした際に発行される
レシートタイプになります。

運賃種別（種別コード）

小児者
離島割引（WK）

小児普通運賃：（CH）
離島割引（WK）

身体障がい者割(HF)

５，１００円
※4,900～4,950円

５，１００円
７，７５０円

１，５５０円
１，３５０円

４５０円
３，１００円

身体障がい者

片道運賃 還付金額

請求
忘れないで！！！

商工観光課　☎851-9162お問合せ

第５回久米島町長杯
第３回JALJTAカップパークゴルフ大会
第５回久米島町長杯
第３回JALJTAカップパークゴルフ大会
第５回久米島町長杯
第３回JALJTAカップパークゴルフ大会

　２月２５日、第５回久米島町長杯・第３回
JALJTAカップパークゴルフ大会が開催 さ
れ、今大会は、232人が  エントリーし、熱い
闘いが繰り広げられました。  　
　優勝者には、久米島ー北海道往復航空券
が贈られました。  

◆ 男子の部 
①大宮　　泉（久米島町）　スコア   95
②大谷　忠勝（北  海  道）　スコア    98  
③糸数　　聡（久米島町）　スコア 100   

◆女子の部
①谷保　厚子（北  海  道）　スコア 105  
②國吉　裕子（久米島町）　スコア 107
③長谷川 光江（千  葉  県）　スコア 108

上位入賞者上位入賞者
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偉業を達成、３年連続の受賞
中村青空さんが第 60 回全国学芸サイエンスコンクールで 7 位入賞となりました
　3 月 13 日、大岳小学校 6 年生の中村青空さんが教育委員会を
訪れ、第60回全国学芸サイエンスコンクールで7位入賞の報告
を行いました。
　「世界征服するのはだれだ」をテーマとして、雑草について３
か月間研究した内容をまとめました。
　中村さんは３年連続の全国入賞となるだけでなく、また、毎
年違うテーマ内容での受賞ということで、教育長から「中学校でも、
さらに深い研究を続けてください」と激励を受けました。
　中村さんは「将来は科学者になりノーベル賞をとりたい」と力
強く話してくれました。

議会ってどんなことをするの？
清水小学校 6 年生が議会見学を行いました

　3 月 8 日、役場仲里庁舎の議場において清水小学校 6 年生
による議会見学が行われました。実際に議員が行政に一般質
問している場を真剣な表情で見学し、児童たちからは「こう
やって久米島のことをよくしてく話し合いをしていることが
わかった」「将来、町の役場で仕事をしてみたい」「選挙で選
ばれた議員さんは、よく住民の声を集めていることがわかった」
などの感想があり、久米島町の政治に関心持ち、議会の役割
を学ぶ場となりました。

久米島の自然を学び環境を守る
YOUNG JAPAN ACTION 表彰

　2 月 25 日、久米島ホタル館にて久米島ホタル館、久米島
ホタレンジャーの活動が認められ、「YOUNG JAPAN ACTION 
浅田真央×住友生命2016」奨励賞の表彰が行われました。
　本賞は社会的課題を自由な発想で解決するアクションに
対して授与される賞で、島に住む幅広い年代の子どもたちが、
クメジマホタルやサワガニなど絶滅が危惧される久米島の
固有種の生態系を守るために活動をし、流出する赤土を減
らすための活動や水辺の生き物を守る森づくり・湿地づく
りなど、島の豊かな自然を回復するための活動が評価され
受賞しました。

新たにＡＥＤが設置されました
久米島のファミリーマートに AED が設置されました

　2月22日、ファミリーマートのイーフ店、仲泊店へAEDが設置
されました。島内には公共施設・学校及び民間事業所等40箇所余
りにAEDが設置されていますが、多くのAED設置箇所は、夜間及
び休日に施設が施錠され利用できない状況となっているため、いざ
AED を必要とする事例が出たとき設置場所が遠かったり分からな
いなど、使用時における課題と対応が求められていました。
　昨年からこの課題を解決するために、株式会社沖縄ファミリーマー
トと行政にて調整を重ねたところ、イーフ店、仲泊店への設置承諾
が得られました。今後は設置店従業員への講習等も重ねながら更な
る救命率の向上が図られ、多くの観光客及び地域住民へのサービス
向上がすることとなります。

大切な資源を守るために
久米島赤土流出防止対策

　2 月 22 日、字比屋定の農地にて赤土流出防止対策のために
ベチバー苗の植栽作業が行われました。久米島町では沖縄県の
交付金を利用し久米島赤土流出防止対策協議会へ委託を行い、
農業環境コーディネーターが農家と共同で耕土流出防止対策推
進の取り組みを行っています。植栽作業では久米島赤土流出防
止対策協議会、久米島の海を守る会、障害者の就労支援施設の
久米島未来ステーションのメンバーなど総勢約20名が参加し、
約65メートルにわたり650株を植え付けました。

「たんなふぁくる～」で卒業＆進級祝い
真喜志菓子店よりたんなふぁくる～が贈られました

　真喜志菓子店（字仲泊）より、町内中学校（球美中・久米島西中）
の全生徒へ、卒業・進級のお祝いとして「五角たんなふぁくる～」
が贈られました。
　この「五角たんなふぁくる～」は、久米島の名勝「畳石」をモチー
フとし、” 五角 ” と ” 合格 ” をかけ、高校受験を迎えた中学３年生
にとって、縁起をかついだ一品です。
　島の銘菓を食べて、それぞれの卒業・進級を祝って欲しいとの
願いが込められています。

久米島への多大な貢献が認められ
山城篤三氏が旭日単光章を受章しました

　3月8日、役場仲里庁舎に字謝名堂出身の山城篤三氏が訪れ、
沖縄県の浦崎副知事から旭日単光章の伝達表彰を受けたこと
を大田町長へ報告しました。
　旭日単光章は都道府県議会議員、市議会議員、特別区の
議員、町村議会議員の職にあって顕著な功績を挙げた者に
対する勲章であり、山城氏は、昭和 61 年９月仲里村（現久
米島町）議会議員に初当選して以来、平成15年11月まで５
期17年８ヶ月の永きにわたり同村（町）議会議員に在職し議
会活動に精励して、本村（町）勢の向上発展に多大な貢献をしました。また、旧仲里村商工会理事・監事を歴任して、
地域産業の振興発展、教育、文化、福祉の増進に尽力し、果たした功績が高く評価されての受賞となりました。

久米島海洋深層水ブランドを全国に
ふるさと名物応援宣言

　2月28日、仲里庁舎において「ふるさと名物応援宣言」が行われ
ました。「ふるさと名物応援宣言」とは、市町村が「ふるさと名物」
を特定し宣言を行うことで、地域資源活用事業計画の補助金にお
いての優先採択、ふるさとプロデューサー育成事業への優先参加、
ミラサポ（公的機関の支援情報・支援施策の情報提供サイト）での
情報発信といった優先措置が受けることができます。
　大田町長は「久米島海洋深層水ブランドを全国に発信することで、
地域産業の更なる活性化につなげることを目的に久米島海洋深層
水を活用した商品・サービスをふるさと名物として応援します」と
宣言しました。
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※今回は「輝く島人インタビュー」はお休みです。島コンたいむす

久米島町移住定住推進アクションプラン

「久米島ドリー部チャレンジ！」できました！

久米島町移住定住推進アクションプラン

「久米島ドリー部チャレンジ！」できました！

久米島ブロガーズ
島のリアルな情報を、住民がブログで発信します！

　約 1 年間の移住・定住推進アクションプラン策定委員会をとおして、６つの住民チームが立ち上がりました。
　各チームは「部活動」のように楽しみながら、まちづくりに取り組んでいきます。それが「久米島ドリー部チャ
レンジ」です。たくさんの人が、「島に戻りたい」「移住したい」と思うような魅力のある島。みんなが安心して、
ずっと暮らせる島。そんな「夢（ドリーム）」の実現のために、住民と行政が一体となって取り組んでいきます。
ご協力・応援をよろしくお願い致します！

移住・定住推進は４つの
方向からアプローチします。
移住・定住推進は４つの
方向からアプローチします。

「久米島 ドリー部チャレンジ！」の９つの活動「久米島 ドリー部チャレンジ！」の９つの活動

「子育てカフェ」OPEN しまーす！「子育てカフェ」OPEN しまーす！

役場も頑張ります！役場も頑張ります！

第１回は４月２２日（土）です！
赤ちゃん～保育園・幼稚園のお子さんをお持ちのパパ・ママ集まれ！
第１回は４月２２日（土）です！
赤ちゃん～保育園・幼稚園のお子さんをお持ちのパパ・ママ集まれ！

久米島をPR久米島を PR
くらしをより良く！

”良住”推進
くらしをより良く！

”良住”推進

結（むすび）の会
島内独身者の、出会いの機会をつくります。ま
ずは気軽にBBQでも！

住民チームが活動するなかで抽出された、課題の解
決に取り組めるような体制を整備し、総合計画推進
委員会を庁内で立ち上げます。

　日頃子育てを頑張っているパパやママのためのカフェです。子どものこと、子育て環境のこと、ゆっくりお茶をのみながら
交流しましょう。子育て世代の声を集め、子育てしやすい島になるようにと願いを込めたカフェです。
　子育てに関する勉強会やワークショップも開催予定です。

移住希望者への
情報発信・移住者
受入れ体制整備

移住希望者への
情報発信・移住者
受入れ体制整備

島に必要な
人財の確保
島に必要な
人財の確保

ドリー部
島全体で総合計画の実現に取り組めるよう、状
況を把握するための発表会を開催します。

島ぐらしコンシェルジュの活動
移住定住相談窓口業務の他に、以下の活動に力を
入れていきます。

KSJ活動
区長さん・住民・島コンが協力して、移住者と住
民のすれ違いの解消に向けて取り組む。

島に必要な人財の確保
島をより良くするための専門知識やスキルを持
った人を誘致したり、住民へ資格取得推進したり
することで確保する。

島コンラボ
移住定住に関する基礎データの調査分析・各所
へのフィードバックを行う。

くがに子育て
※くがに＝黄金（キラキラ）。
子育て世代の方々に向けたプラン。子育てカフ
ェや地域力を高める活動、イベント、食育など。

うまんちゅ活躍隊
島内の福祉・介護・医療・子育ての課題を共有
し、個人や団体がつながることで解決に導く。

定住サポーターズ
移住者が島になじめるよう、交流の場の設置や
地域の方へつなぐ活動をする。

場所：旧久米島幼稚園　日時：毎月第3土曜の10：00～11：30
対象：赤ちゃん～中学校までのお子様と保護者の方（お子様同伴歓迎！）　※開催月によって対象が変わります。

お茶菓子代：100円（子どもは無料）　※マイカップ持参でお越し下さい。　※申し込み不要です。

主催：くがに子育てチーム
「久米島 ドリー部チャレンジ！」(詳細は上記)のひとつ、くがに子育てチームは行政と住民が協働した子ども・子育てに
特化したプランを進めていきます。

企画財政課　☎985-7122お問合せ

　この制度は、消防法令のほか重要な建築構造等に
関する基準に適合していると認められたホテルや旅
館などに対して表示マークを交付する制度で、建物
やホームページに表示マークを掲出することにより、
利用者に建物の安全情報を提供するものです。
　この度、消防法等に適合していると認められたリ
ゾートホテル久米アイランドには銀色の表示マークが
交付されました。

　「消しましょう　その火その時　その場所で」を平成２８年度全国統一防火標語とし、平成２９年
３月１日から７日までの間、春
季全国火災予防運動を実施し
ました。
　火災予防運動期間中は、一
日消防長による特別点検や防
火対象物・危険物施設立入査
察、独居老人宅防火診断、林
野火災防ぎょ訓練などの行事が
行われました。

久米島消防
☎985-3281消防だより消防だより消防だより消防だより

平成 29年春季全国火災予防運動平成 29年春季全国火災予防運動

2月出動状況（　）は、平成28年累計

合　計　　 32件（68件）

●救　急 ……31 件（67件）●風水害 …… 0 件（  0件）
●火　災 …… 0 件（  0件）●捜　索 …… 0 件（  0件）
●救　助 …… 1 件（  1件）●その他 …… 0 件（  0件）

※火事・救急・救助は119番へお願いします。

リゾートホテル久米アイランドに
表示マークが交付されました
リゾートホテル久米アイランドに
表示マークが交付されました

※ 火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用火災警報器を設置しましょう。
　 住宅用火災警報器の交換の目安は１０年です。定期的に動作の確認をしましょう。

※ 火入れを行う地域の皆さんは必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
○ 消防法及び市町村条例（平成23年６月施行）により、すべての住宅に火災警報器が義務づけられました。
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許可申請書及び届出書等の申請締め切り日 　　４月17日（月）

① 農地法第３条の規定による許可申請→７件 審議のうえ、全会一致で許可されました。
② 非農地証明願について→３件
　 農業委員の現地調査及び審議のうえ、全会一致で許可されました。
③ 農地利用集積計画（案）に係る意見決定について→３件 
　 審議のうえ、全会一致で異議なしと意見決定されました。

農業委員会総会（許認可業務の審議会）が開催されました。
町農業委員会では、２月２４日仲里庁舎において、平成２８年度第１１回
農業委員会総会を開催し、農業者等からの申請のありました案件に審議
しました。

農業委員会だより農業委員会だより

第1回（４月）農業委員会総会の開催予定日　　 　　４月25日（火）

農業委員会　☎985-7134お問合せ
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ー
ズ
調
査
で
は
、
子
ど
も

が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
際
に
「
で
き
れ

ば
病
児
・
病
後
保
育
を
利
用
し
た
い
」

と
答
え
た
人
が
38
％
、
子
ど
も
が
低
学

年
の
間
に
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学

童
）
を
利
用
し
た
い
」
と
答
え
た
人
が

35
％
な
ど
、
約
４
割
の
家
庭
で
子
育
て

支
援
制
度
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
「
公
共
設
備
に

お
む
つ
交
換
台
や
授
乳
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
」
こ
と
や
、「
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊

べ
る
公
園
等
の
施
設
が
少
な
い
」
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
５
割
以
上
の
人
が
「
困

っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
島
で
は
「
移
住
・
定
住
」
を
促
す

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
子
育
て
し
て
い
る
家
族
に
と
っ

て
住
み
や
す
い
島
で
あ
る
こ
と
は
と
て

も
大
事
な
こ
と
で
す
。
ニ
ー
ズ
調
査
で

出
て
い
る
様
な
課
題
を
一
つ
一
つ
整
理

し
整
備
し
て
行
く
こ
と
は
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
、
活
気
あ
る
島
作
り
の

土
台
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
月
１
回
で
始
ま
る
「
子
育

て
カ
フ
ェ
」
で
は
、
親
子
同
士
の
交
流

と
共
に
、
こ
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
た
り
、「
こ
ん

な
支
援
が
必
要
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
集
約
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
「
家
〜
な
れ
〜
運
動
」

な
ど
親
の
学
び
合
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
カ
フ
ェ
は

月
１
回
土
曜
日
の
開
催
で
親
子
で
の
参

加
も
大
歓
迎
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
普

段
働
い
て
い
て
な
か
な
か
そ
の
よ
う
な

場
に
参
加
し
に
く
い
親
御
さ
ん
も
行
き

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
久
米
島
で
の
子

育
て
に
つ
い
て
「
知
り
た
い
・
学
び
た

い
・
話
し
た
い
！
」
と
い
う
人
は
ぜ
ひ

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、「
み

ん
な
が
子
育
て
し
や
す
い
島
・
久
米
島
」

を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
子
育
て
支
援
』
で
『
島
育
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
児
科
医
　
渡
邉
　
幸

　

今
回
は
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
る

と
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
お
話
し
し
ま
し

ょ
う
。
米
国
の
モ
ン
タ
ナ
州
に
あ
る
ヘ
レ
ナ
市
は

人
口
６
８
，
１
４
０
人
の
地
理
的
に
や
や
孤
立
し

た
都
市
で
し
た
。
２
０
０
２
年
６
月
に
受
動
喫

煙
防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
施
行
後
６
ヶ
月
間
の

急
性
心
筋
梗
塞
の
入
院
患
者
は
40
％
減
少
し
た

の
で
す
。
そ
の
後
裁
判
所
の
裁
定
で
受
動
喫
煙

防
止
法
が
中
止
さ
れ
る
と
、
翌
年
に
は
見
事
に

も
と
の
入
院
患
者
数
に
戻
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
枚
挙
に
事
欠
き
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ラ
ド
州
プ
エ
ブ
ロ
、
オ
ハ
イ
オ
州
ボ

ー
リ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
イ

タ
リ
ア
は
ピ
エ
モ
ン
テ
州
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
２
０
０
６
年
の
報
告
に
は
も
っ
と

興
味
が
あ
り
ま
す
。
診
療
対
象
が
３
０
０
万
人

の
９
病
院
の
急
性
冠
症
候
群
（
心
筋
梗
塞
、
狭

心
症)

に
よ
る
入
院
患
者
の
数
が
、
全
面
禁
煙
と

な
る
前
の
10
年
間
は
平
均
３
％
の
ペ
ー
ス
で
減

少
し
て
い
た
の
で
す
が
、
導
入
１
年
後
に
は
17

％
も
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
も
興
味
深
い
こ
と

は
非
喫
煙
者
で
21
％
減
少
、
過
去
喫
煙
者
で
も

19
％
減
少
し
た
の
に
加
え
、
喫
煙
者
の
入
院
も

14
％
減
少
し
た
の
で
す
。
如
何
に
受
動
喫
煙
防

止
条
例
の
効
果
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
す
ね
。
今

国
会
で
も
受
動
喫
煙
に
対
し
て
議
論
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
反
対
さ
れ
る
方
の
意
見
に
、
居
酒

屋
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
売
り
上
げ
が
下
が
る
か
ら

と
い
う
理
由
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
売

り
上
げ
が
下
が
る
と
い
う
事
が
お
こ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
実
は
実
際
に
は
む
し
ろ
売
り
上
げ
が

増
え
る
と
い
う
デ
ー
タ
の
方
が
多
く
出
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ビ
ク
ト
リ
ア

州
た
ば
こ
対
策
セ
ン
タ
ー
のScollo

博
士
は
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
完
全
禁
煙
化
に
伴
う
経
済
影
響

に
関
す
る
研
究
調
査
１
０
０
件
に
つ
い
て
そ
の

研
究
の
質
を
詳
し
く
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
研

究
が
①
客
観
的
指
標
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
か
、

②
充
分
に
長
い
期
間
の
研
究
か
、
③
適
切
な
統

計
指
標
を
用
い
て
い
る
か
、
④
経
済
全
体
の
ト

レ
ン
ド
を
考
慮
し
た
研
究
な
の
か
、
に
つ
い
て

検
討
し
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
み
る
と
経
済
的

影
響
が
あ
り
と
結
論
し
た
研
究
は
０
と
な
り
、

全
て
経
済
的
影
響
は
な
し
と
結
論
づ
け
ら
れ
た

の
で
す
。
そ
し
て
む
し
ろ
経
済
的
に
は
プ
ラ
ス

と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
印
象
や
デ
マ

に
惑
わ
さ
れ
ず
に
議
論
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
こ
れ
で
４
年
と
１
ヶ
月
こ
の
広
報
に
文
章

を
書
い
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
私
は
引
退
し

て
次
回
か
ら
は
田
村
先
生
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久
米
島
お
と
な
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㊾   

― 

受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
つ
い
て
❺ 

―

　
最
終
回
　
　
　
　
　
病
院
長
　
深
谷
　
幸
雄
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た
だ
し
、
ご
希
望
の
本
が「
在
庫
無
し
」の

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

→
リ
ク
エ
ス
ト
は
教
育
委
員
会
に
持
参

し
て
い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
お

電
話
で
。

○
借
り
る
と
き
は
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

　

図
書
館
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず
に
！

　
　

作
っ
た
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
く
し
た
方
、
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
方
は

発
行
手
続
き
し
ま
す
の
で
、
申
請
書 

を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
図
書
館
カ
ー
ド
発
行
に
必
要
な
も
の
】

 

氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
が
確
認
で
き
る

も
の（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
学
生
証

＋
本
人
宛
の
郵
送
物
な
ど
）

 　
　

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
は
、
保
護

者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

お
問
合
せ　

　

久
米
島
町
教
育
委
員
会

　

☎
９
８
５

－

２
２
８
７

■
ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
の
ご
寄
附
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
輝
き
続
け
る

「
ふ
る
さ
と
久
米
島
」の
た
め
に
、
大
切
に

ご
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

吉
田　

圭
一
郎　

様　

■
ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

久
米
島
育
英
会
へ

長
井 

久
子 

様
よ
り

故　

長
井　

聰 

様
の
香
典
返
し
と
し
て

金
額
：
１
０
０
，
０
０
０
円

４/２  〜 ５/10  の主な日程
2 日 海開き

3 月 区長会

7 金
小中学校１学期始業式

久米島高校入学式

10 月 小中学校入学式

11 火 幼稚園入園式

12 水 久米島司法書士法律相談会

16 日 第 2 回なかよしペアマッチパークゴルフ大会

23 日 集落外清掃

24 月 さとうきびの日関連行事

29 土 昭和の日

30 日 第 30 回パークゴルフ月例大会

5月

1 月 区長会

3 水 憲法記念日

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

10 水
集団検診・がん検診（～ 5 月 14 日まで）

久米島司法書士法律相談会

■
久
米
島
司
法
書
士
法
律
相
談
会

内
容　
財
産
、
相
続
、
扶
養
、
人
権
、
金
銭
、

貸
借
、
契
約
な
ど
の
法
律
問
題
に
つ
い
て

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
４
月
12
日（
第
２
水
曜
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
久
米
島
司
法
書
士
事
務
所

　

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ　

　

町
民
課　

☎
９
８
５

－

７
１
２
３

　

戸
田
司
法
書
士　

☎
９
８
５

－

８
０
８
３

■
久
米
島
紬
後
継
者
育
成
事
業
の

研
修
生
募
集

　
　

久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合
で
は
、
平
成

29
年
度
後
継
者
育
成
事
業（
6
月
1
日
入

所
式
）の
研
修
生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
所
要
事

項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
要
件　

①
久
米
島
町
に
居
住
。

②
研
修
終
了
後
、
紬
組
合
に
加
入
。

③
久
米
島
町
に
在
住
し
久
米
島
紬
の
制
作
に

携
わ
れ
る
人
。

申
込
締
切　
５
月
15
日（
月
）

面
接
日　
　

書
類
審
査
後
個
別
に
通
知

申
込
場
所　
久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合（
真

謝
ユ
イ
マ
ー
ル
館
）

定
員　
6
名

提
出
書
類　

（
１
）久
米
島
紬
後
継
者
育
成
事
業
研
修
申
込

書
※
久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

（
２
）住
民
票

（
３
）写
真
1
枚（
３·

５
×
３
㎝
）

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
久
米
島
紬
事
業
協
同

組
合
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　
久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合　

　

☎
９
８
５

－

８
３
３
３

■
総
合
計
画「
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

の
配
布
に
つ
い
て

　
　
こ
の
度
、
久
米
島
町
総
合
計
画「
ス
タ
ー

ト
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
し
た
の
で
全
戸

配
布
い
た
し
ま
す
。

　
　

こ
の
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
、
第
2
次
総

合
計
画
基
本
構
想
を
広
く
町
民
の
皆
様
に

ご
理
解
頂
き
た
く
、
わ
か
り
や
す
さ
を
心

が
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
行
政
が
何
を
す

る
の
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
は
な
く
、

島
の
課
題
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
解
決
策

を
考
え
て
い
く
キ
ッ
カ
ケ
と
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

今
月
の
広
報
に
は「
施
政
方
針
」が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
読
み
い

た
だ
き
、
久
米
島
町
の
現
状
と
取
組
に
つ

い
て
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 　
　

総
合
計
画
は
、
し
ま
づ
く
り
の
羅
針

盤
と
な
る
計
画
で
す
。
是
非
お
読
み
頂
き
、

「
夢
つ
む
ぐ
島
」の
実
現
に
向
け
て
共
に
歩

ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
合
せ　

　

企
画
財
政
課　

☎
９
８
５

－

７
１
２
２

■
第
28
回
久
米
島
町
職
域
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会

　
　

第
28
回
久
米
島
町
職
域
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
趣
旨　
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
の
普
及
発
展

と
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
各

職
場
、
団
体
間
の
親
睦
・
交
流
を
目
的
と

し
て
開
催
す
る
。

大
会
日
時　
５
月
21
日（
日
）午
後
1
時
〜

場
所　
久
米
島
ホ
タ
ル
ド
ー
ム

参
加
資
格　
町
内
在
住
の
事
業
所
及
び
各
種

団
体
で
5
〜
10
名
で
編
成
し
た
チ
ー
ム 

　
（
フ
ッ
ト
サ
ル
愛
好
者
に
よ
る
チ
ー
ム
編

成
も
可
） 

参
加
締
切　
5
月
15
日（
月
）午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
申
込

監
督
会
　

5
月
15　

日（
月
）午
後
７
時

場
所
　
仲
里
庁
舎
1
階
会
議
室
※
参
加
必
須 

参
加
費　

　

一
般　

３
，
０
０
０
円

　
　
（
保
険
料
、
体
協
助
成
金
含
む
）

　

中
・
高
校
生　

１
，
5
０
０
円 

主
催　
久
米
島
町
体
育
協
会（
サ
ッ
カ
ー
部
） 

お
問
合
せ　
宮
里　

学

　

携
帯
０
９
０

－

９
７
８
２

－

２
９
０
８

■
沖
縄
県
立
移
動
図
書
館 

in 

久

米
島

　
　

絵
本
・
紙
芝
居
・
児
童
書
・
図
鑑
・
小

説
・
料
理
・
子
育
て
・
医
療
・
生
活
な
ど

新
し
い
本
を
中
心
に
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　
　

当
日
に
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
も
作
成

し
ま
す
。(

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
は
、

保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す)

開
催
日
時

　

4
月
29
日（
土
）　

午
後
2
時
〜
7
時

　

4
月
30
日（
日
）　

午
前
9
時
〜
12
時  

場
所
：
具
志
川
改
善
セ
ン
タ
ー

○
読
み
た
い
本
が
手
に
届
く
リ
ク
エ
ス
ト
本

受
付
中

　
　

本
の
名
前
、
作
者
名
、
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
い
た
だ

い
た
リ
ク
エ
ス
ト
は
と
り
ま
と
め
て
沖
縄

県
立
図
書
館
に
提
出
し
、
準
備
し
ま
す
。

　本
町
の
国
民
健
康
保
険
と
、
会
社

等
の
お
勤
め
先
の
健
康
保
険
の
両
方

に
加
入
し
て
い
る
場
合
、
本
町
の
国

民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　会
社
等
の
健

康
保
険
に
入
っ

た
ら
、
な
る
べ

く
早
め
に
手
続

き
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

健
康
保
険
に
重
複
加
入

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

健
康
保
険
に
重
複
加
入

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

○ 会社等からもらった保険証
　 ※国民健康保険をやめる人の分すべて
○ 国民健康保険被保険者証
○ 印かん（認印で可）

仲 里 庁 舎 ：福祉課
具志川庁舎：総合窓口

9 8 5 －７１２４

■ 届出に必要なもの ■

■ 手続きの場所 ■

■  お問い合わせ ■
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平成 29 年度施政方針
国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
平成２9 年度 小児･身障者割、航空運賃還付申請について

平成 29 年度施政方針
国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
平成２9 年度 小児･身障者割、航空運賃還付申請について

TOPICSTOPICS

平成29年2月末現在平成29年2月末現在

人 口 の 推 移

男 4,278人（－2）4,278人（－2）

女 3,804人（－2） 3,804人（－2） 

計 8,082人（－4）8,082人（－4）

3,975世帯3,975世帯

（　）の数字は、前月との比較数（　）の数字は、前月との比較数
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広報　KUMEJIMA TOWN NEWS
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久米島産の紅芋（沖夢紫）を使用して
作られた

紅芋シュークリームが給食に !!
久米島産の紅芋（沖夢紫）を使用して

作られた

紅芋シュークリームが給食に !!

河合克行内閣総理大臣補佐官ふるさとづくり実践活動チーム
久米島視察
河合克行内閣総理大臣補佐官ふるさとづくり実践活動チーム
久米島視察
　３月７日～８日にかけて、総務省主催の「ふる
さとづくり実践活動ｉｎ久米島」が開催されまし
た。日本人の心のよりどころであるふるさとを愛
する気持ちを育み、誇りあるふるさとを取り戻す
ため、ふるさとづくりの取り組みを進めて行くこ
とを目的に、昨年 10 月に有識者らで「ふるさとづ
くり実践チーム」が発足され、現地活動先として
滋賀県長浜市に続く全国第２弾目として久米島町
が選ばれました。

　３月７日～８日にかけて、総務省主催の「ふる
さとづくり実践活動ｉｎ久米島」が開催されまし
た。日本人の心のよりどころであるふるさとを愛
する気持ちを育み、誇りあるふるさとを取り戻す
ため、ふるさとづくりの取り組みを進めて行くこ
とを目的に、昨年 10 月に有識者らで「ふるさとづ
くり実践チーム」が発足され、現地活動先として
滋賀県長浜市に続く全国第２弾目として久米島町
が選ばれました。

　河合克行内閣総理大臣補佐官を筆頭に、４名の実践活動チーム委員の皆さんが、７日久米島町に到着し、「久米島モ
デル」の実現に取り組む町内の海洋深層水関連施設を視察したほか、久米島高校魅力化事業で全国的に注目を集めて
いる交流学習センター「じんぶん館」などを訪れました。
　その後、久米島町役場で行われたパネルディスカッションでは、ふるさとづくり実践チームの皆さんと、地元で活
躍する皆さんで、ふるさとづ くりに関する意見交換が行われました。

　河合克行内閣総理大臣補佐官を筆頭に、４名の実践活動チーム委員の皆さんが、７日久米島町に到着し、「久米島モ
デル」の実現に取り組む町内の海洋深層水関連施設を視察したほか、久米島高校魅力化事業で全国的に注目を集めて
いる交流学習センター「じんぶん館」などを訪れました。
　その後、久米島町役場で行われたパネルディスカッションでは、ふるさとづくり実践チームの皆さんと、地元で活
躍する皆さんで、ふるさとづ くりに関する意見交換が行われました。

　パネルディスカッションでは、 ( 株 ) ゆがふホールディングスの前田貴子さ
ん、( 株 ) 地域事業再生パートナーズの今若明さん、( 株 ) 文化事業部のセーラ・
マリ・カミングスさん、( 株 )ＪＴＢ中部交流文化部の武田道仁さんが実践チー
ムのパネラーとして、ＦＭ久米島の宇江城久人さん、おやつ村の儀間一美さん、 
( 合 ) 生活 ing の宇根哲也さん、ＮＰＯ久米島の松山悦子さんら４人が地域の代
表として、それぞれの取り組みや活動内容を報告したほか、これからのふるさ
とづくりについて活発な意見交換を行いました。

　パネルディスカッションでは、 ( 株 ) ゆがふホールディングスの前田貴子さ
ん、( 株 ) 地域事業再生パートナーズの今若明さん、( 株 ) 文化事業部のセーラ・
マリ・カミングスさん、( 株 )ＪＴＢ中部交流文化部の武田道仁さんが実践チー
ムのパネラーとして、ＦＭ久米島の宇江城久人さん、おやつ村の儀間一美さん、 
( 合 ) 生活 ing の宇根哲也さん、ＮＰＯ久米島の松山悦子さんら４人が地域の代
表として、それぞれの取り組みや活動内容を報告したほか、これからのふるさ
とづくりについて活発な意見交換を行いました。

　おやつ村の儀間一美さんは「久米島の最大の魅力は “人” にある。
他の地域にない島の魅力を発掘しアピールしていきたい。」とこれ
からの島づくりについての提言がなされました。
　河合克行内閣総理大臣補佐官が「視察も、意見交換も感動した。
久米島は只者ではないと感じた。ぜひ総理大臣に報告したい。」と
述べたほか、前田貴子委員からは「初めて訪れた久米島のポテンシャ
ルの高さに驚き、多くの素晴らしい資源を幾重にも活かそうとする
島民の知恵と行動力に更に驚かされた。全国的にも久米島町は、ふ
るさとづくりの素晴らしいモデルになる。」との感想を頂き、久米
島らしいふるさとづくりを考える、貴重な場となりました。

　おやつ村の儀間一美さんは「久米島の最大の魅力は “人” にある。
他の地域にない島の魅力を発掘しアピールしていきたい。」とこれ
からの島づくりについての提言がなされました。
　河合克行内閣総理大臣補佐官が「視察も、意見交換も感動した。
久米島は只者ではないと感じた。ぜひ総理大臣に報告したい。」と
述べたほか、前田貴子委員からは「初めて訪れた久米島のポテンシャ
ルの高さに驚き、多くの素晴らしい資源を幾重にも活かそうとする
島民の知恵と行動力に更に驚かされた。全国的にも久米島町は、ふ
るさとづくりの素晴らしいモデルになる。」との感想を頂き、久米
島らしいふるさとづくりを考える、貴重な場となりました。


